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事業の強み
金融には、時々刻々と変化する金利や為替レートに対し、そ

の取引価格および手数料が競争の中で決められる世界があり
ます。これは、大きな資金力を背景に、その運用に腐心してい
るプロの投資家の世界にとどまっていました。ソニー銀行で
は、情報処理技術、通信の発達によって、個人であっても金融
の標準的なサービスを受けることは可能ではないかと考え、
プロの投資家が享受している金融サービスの水準を目指し、
より市場実勢に近い取引価格および手数料の設定、分かりや

すい商品・サービスの提供を心がけてきました。またインター
ネットを通じて、個人のお客さまを対象に資産運用を中心とす
る利便性と質の高い金融商品・サービスを提供しており、店舗
型フルバンキングサービスを提供する既存銀行とは一線を画
しています。この一貫したお客さま重視の姿勢やサービスが
広く支持され、ソニー銀行のリテールバランスは順調に成長し
ています。また、ソニー銀行は報道機関が実施する顧客満足
度調査においても、高い評価を獲得しています。

業界全体の住宅ローン貸出金残高とソニー銀行シェア
（兆円） （%）

ソニー銀行のリテールバランスの推移
（億円）

トピックス
ソニー銀行およびソニーバンク証券は、2009年度も、下記のとおり、新たな金融商品の取扱いを開始するとともに、カスタマーセ

ンターの受付時間の延長など、サービスを拡充しました。
●  有価証券運用サービスの拡充
ソニー銀行は2009年8月、資産運用銀行としてのサービスを拡充するため、100%子会社であるソニーバンク証券との金融商品仲
介サービスにおいて、信用取引（制度信用取引）の取扱いを開始しました。これにより、「MoneYKit」上における有価証券運用の選択
肢が広がりました。また、2010年1月より、携帯電話からの株式取引サービスを開始しました。さらに同年2月には、ログイン後の金
融商品仲介サービス画面を改訂し、投資判断に必要な情報を使いやすく集約した「株式投資情報」の提供を開始しました。
●  シンジケート・ローン業務への参入
ソニー銀行は、2009年10月に、1兆円を超える資産ポートフォリオの多様化を目的として、シンジケート・ローンへの参加などによ

り法人融資を開始しました。主に、国債や社債などの有価証券と、住宅ローンを中心とした個人向け貸出で構成されるこれまでのポー
トフォリオに、ホールセール・マーケット向けの法人貸出を加えることで、運用手段の拡充と、収益基盤の強化に取組んでいます。
●  CFD取引の取扱いの開始
ソニーバンク証券では、2009年12月より、cfD取引（contract for Difference：差金決済）のサービスを開始しました。これは、世界
各国の主要な株価指数、株価指数先物、個別株や金、原油などの商品を保有することなく、証拠金を差し入れることで売買の差額を
決済するサービスです。このサービスにより、お客さまはグローバルな投資戦略と小額でのリスクヘッジが可能となりました。なお、
当サービスの開始に際しては、英国におけるcfD取引のリーディングカンパニーであるiGグループのグループ企業、エフエックス・
オンライン・ジャパン株式会社とパートナー提携しています。

 住宅ローン貸出残高（国内銀行）
 ソニー銀行シェア
※1  暦年集計
※2  国内銀行の銀行勘定、信託勘定、海外店勘定（国内向け）の合計。ただし、整理回収機構、
紀伊預金管理銀行（2002年3月31日付で解散）、日本承継銀行（2004年3月8日付で解散）、
第二日本承継銀行、ゆうちょ銀行を除く。

※3  信用金庫、信用組合、Ja、住宅金融支援機構などを含む住宅ローンマーケットの最大規模
は、2009年で約170兆円。

（出所） 日銀統計 「個人向け貸出金（住宅資金）」

 円預金
 外貨預金
 投資信託
 個人ローン
※ 3月31日現在
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